
SDGsが本来目指す「貧困・格差のない 
持続可能な社会」に向けて 

 

企業の取り組み
をSDGs全体に

照らして評価す
る必要あり 

今こそ必要な「SDGs360

度レビュー」 

＜SDGs360度評価 ４つの基本的な原則＞ 
 その取り組みは、貧困・格差や失業を拡大しないか？（または、拡大を
防ぐ有効な措置を伴っているか？） 

 その取り組みは、再生不能資源やエネルギーの消費を拡大しない
か？（または、拡大を防ぐ有効な措置を伴っているか？） 

 その取り組みは、特定のジェンダー、地域、コミュニティ等の人びとへ
の暴力、差別・抑圧を拡大しないか？ 

 その取り組みは、責任ある透明な形で情報を公開し、民主的なコント
ロールの下に置かれているか？ 

「それはSDGsではない」と指摘することも、SDGs実現のためのパートナーシップ 

SDGsへの企業の関心や活動の活発化は 
高く評価されるべき。その上で…。 

 SDGs達成は「貧困・格差のない持続可能な社会」の
実現のため。企業社会全体の「変革」が必要。 

 このままいけば「社会・環境・経済全体の危機」。＜社
会的責任＞を制度化する仕組みと運動が必要。 

 変革には「プッシュ」、「プル」、「批判」の３つが必要。 
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メディア・
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SDGsに照らした評価の必要性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民間セクターとSDGs推進 
何が必要か？ 

 
SDGs達成に相反する

事業 

SDGs達成に資する
事業 

 

直接的な支援（資
金・アワード等） 

環境整備や 
SDGs普及 

SDGsにかかわる問
題の啓発 

SDGsに相反する 
活動の規制 

SDGs推進を全体として損なう
政策ロビーの課題 

 たばこ規制の緩和 
 医薬品の知的財産権 

 グローバルな税逃れや法
人税下げ競争 
 

他セクターと連携した 
価値創造への投資 

 ゲイツ財団＝国際保健 

 オープン・ソサエティ財団
＝民主主義 

 ロックフェラー財団＝UHC 
 


